適合証明申請書添付図書一覧表（正・副の2部提出）
※証明後に書類の不備等が発覚した場合、原則廃止・再申請となります。

１　法第29条（宅地分譲の一括交付）の証明及び、法第43条許可、適合証明した内容に適合していることの証明

1 　許可の内容に適合していることの証明（宅地分譲であって開発者が一括して証明を求める場合に限る。）

	No.
	図書の名称
	備考

	１
	証明申請書
	市規則様式第29号
申請者の押印は不要

	２
	附近見取図
（縮尺1／2,500以上）
	

	３
	公図写
	作成者は記名、作成年月日を記載すること

	４
	区画確定測量図
（縮尺1／1,000以上）
	

	５
	開発行為に関する工事の検査済証の写し
	


2 　法第43許可及び適合証明の内容に適合していることの証明（※）

	No.
	図書の名称
	備考

	１
	証明申請書
	申請者の押印は不要
申請者は、従前の許可又は証明を申請した者と同一人物であること

	２
	附近見取図

（縮尺1／2,500以上）
	

	３
	従前の許可書又は証明書の写し
	

	４
	内容が変更された書類
	変更した理由、変更箇所一覧表も作成すること


※当該手続きは、法第43許可及び適合証明した建築計画に軽微な変更が生じた場合を想定したもので
あり、原則、従前の許可等について廃止届の提出及び再申請を指導するものだが、手続き簡便化の
観点から、法第43条許可の許可日又は適合証明の証明日から3ヶ月以内で、建築に未着工かつ、下
記のいずれにも該当しない軽微な変更を対象に、従前の許可書等を参考とする手続きを可能とする
もの。
ア　申請者の変更
イ　敷地の位置・面積・形状の変更
ウ　建築物の用途の変更
エ　建築面積の変更
オ　延床面積の変更
カ　建築物の構造の変更（鉄骨造等や階数の変更）
キ　建築物の棟数の変更
ク　立地基準該当号の変更
補足：上記ア～クのように、法第43条許可書に記載されている内容が変更されるようなものは、軽
微な変更と扱えない。
２　法第29条の規定に適合していることの証明（許可不要であることの証明）
	No.
	図書の名称
	備考

	１
	証明申請書
	市規則様式第29号
申請者の押印は不要

	２
	附近見取図
（縮尺1／2,500以上）
	

	３
	公図写
	申請敷地を赤線で囲むこと
作成者は記名、作成年月日を記載すること

	４
	土地の登記謄本
	申請書提出時から3ヶ月以内のものとすること

正本には原本を添付、副本はコピーで可

	５
	現況図
（縮尺１／250以上）
	申請敷地を赤線で囲むこと
道路種別、名称、幅員

	６
	配置図（　　　　〃　　　）
	申請敷地を赤線で囲むこと
横断図を含む（2方向以上）　

地盤切盛の有無がわかるようにすること　
※切盛の範囲の色付け、求積図、最大高さの記入
道路種別、名称、幅員

	７
	敷地求積図（　　　〃　　　　）
	

	８
	建築物の平面図及び立面図
（縮尺１／200以上）
	建築面積、延床面積の求積根拠がわかるようにすること
立面図：高さがわかるようにすること

	９
	現況写真（手札判程度）
	2方向以上、申請敷地を赤線で囲むこと
敷地全体の現況が把握できる写真であること
現況図等に撮影位置・方向を示すこと

	10
	法第29条各号のいずれかに該当する理由を示す書面
	関係機関の発行する証明書等も含む


３　法第43条の規定に適合していることの証明（許可不要であることの証明）
	No.
	図書の名称
	備考

	１
	証明申請書
	市規則様式第29号
申請者の押印は不要

	２
	附近見取図
（縮尺1／2,500以上）
	

	３
	公図写
	申請敷地を赤線で囲むこと

作成者は記名、作成年月日を記載すること

	４
	土地の登記謄本
	申請書提出時から3ヶ月以内のものとすること

正本には原本を添付、副本はコピーで可

	５
	現況図
（縮尺１／250以上）
	申請敷地を赤線で囲むこと
道路種別、名称、幅員

	６
	配置図（　　　　〃　　　）
	申請敷地を赤線で囲むこと
横断図を含む（2方向以上）

地盤切盛の有無がわかるようにすること　

※切盛の範囲の色付け、求積図、最大高さの記入
道路種別、名称、幅員

	７
	敷地求積図（　　　〃　　　　）
	

	８
	建築物の平面図及び立面図
（縮尺１／200以上）
	建築面積、延床面積の求積根拠がわかるようにすること
立面図：高さがわかるようにすること

	９
	現況写真（手札判程度）
	2方向以上、申請敷地を赤線で囲むこと
敷地全体の現況が把握できる写真であること
現況図等に撮影位置・方向を示すこと

	10
	法第43条第1項本文において制限を受けない建築物若しくは建築行為等である理由又は同条同項各号のいずれかに該当する理由を示す書面
	関係機関の発行する証明書等も含む


４　法第37条、第41条及び第42条の規定に適合していることの証明
	No.
	図書の名称
	備考

	１
	証明申請書
	市規則様式第29号
申請者の押印は不要

	２
	附近見取図
（縮尺１／2,500以上）
	

	３
	公図写
	申請敷地を赤線で囲むこと
作成者は記名、作成年月日を記載すること

	４
	土地の登記謄本
	申請書提出時から3ヶ月以内のものとすること。

正本には原本を添付、副本はコピーで可

	５
	現況図
（縮尺１／250以上）
	申請敷地を赤線で囲むこと
道路種別、名称、幅員

	６
	配置図（　　　　〃　　　）
	申請敷地を赤線で囲むこと
横断図を含む（2方向以上）

地盤切盛の有無がわかるようにすること　

※切盛の範囲の色付け、求積図、最大高さの記入
道路種別、名称、幅員

	７
	敷地求積図（　　　〃　　　　）
	

	８
	建築物の平面図及び立面図
（縮尺１／200以上）
	建築面積、延床面積の求積根拠がわかるようにすること
立面図：高さがわかるようにすること

	９
	現況写真
（手札判程度）
	2方向以上、申請敷地を赤線で囲むこと
敷地全体の現況が把握できる写真であること
現況図等に撮影位置・方向を示すこと

	10
	法第37条、第41条及び第42条の規定に適合する理由を示す書面
	


